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困った

尿がすっきり
出ない‥

お風呂で股に
  何か触れた‥？

何か股に
はさまった感じ？

どの科にかかればいいの？

「骨盤臓器脱センター」に「骨盤臓器脱センター」に「骨盤臓器脱センター」に

ご相談くださいご相談くださいご相談ください
開設しました

なかなか
相談しにくい
  困りごと‥



骨盤臓器脱を治療し、生活の質をあげましょう
このたび当院では、2025年10月に「骨盤臓器脱センター」を開設しました。高齢化とともに骨盤臓器脱の症状
に悩まれている方は増加しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　など、なんらかの症状があるものの、なかなか相談しにくい部位なので受診をためらって
いる方もいらっしゃるかと思います。当センターは、婦人科・泌尿器科・消化器外科が連携し、骨盤臓器脱に対する
よりよい治療を提供します。今まで恥ずかしくて相談できなかった方も、ぜひご相談ください。

骨盤臓器脱とは？ー症状と治療方法ー

何か股にはさまったような感じがする、尿がすっきり出ない、排便するとお尻から何か出てくるなど、
骨盤臓器脱にあてはまる症状がある方は、センターの窓口となる婦人科を受診してください（※）。 
まず婦人科で診察させていただき、症状を把握した後、最も適していると考えられる治療法を提示
させていただきます。症状や治療内容によっては、その後の治療は泌尿器科、または消化器外科で
行います。　※直腸脱のある男性患者さんは消化器外科を受診していただきます。

まずは当院婦人科へご相談ください

症状
女性の骨盤内には子宮、膀胱、直腸が存在し、これらは骨盤底筋という筋肉やいくつかの靭帯に
支えられています。それらの筋肉や靭帯が加齢により緩んでくると骨盤臓器を支えられなくなり、
臓器が腟の中に下垂し、さらには腟外に脱出してしまい、この状態を　　　　　　　 といいます。
骨盤臓器脱になる要因として、出産、肥満、重いものを持ったり便秘で始終いきんだりする腹圧、
などがあります。これらに当てはまらなくても体質的に骨盤を支える力が弱く骨盤臓器脱になる
方もいます。
骨盤臓器脱になると、股に何かはさまったような臓器の下垂に伴う違和感、膀胱や直腸が下がる
ことで尿や便が出にくくなる、などの症状がみられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 という表現で受診される方も多いです。また、下垂により子宮や腟壁がこすれたことに
よる出血を主訴に来院される方もいます。
さらに男性女性ともに、肛門から直腸が脱出する場合もあります。排便時の強く長いいきみが
誘因となり、直腸粘膜や、ひどくなると直腸が反転して肛門から10cm以上脱出してしまうことも
あります。これら臓器の下垂症状が単独で発生する場合もありますし、複合的にすべての臓器が
下がっている場合もあります。

骨盤臓器脱は直接命にかかわる病気ではありませんが、運動や外出を控えてしまい、生活の質を
落としてしまう原因になります。また、尿や便がスムーズに出ないことにより、排尿の頻度が多く
なったり残尿感や残便感を感じるようになり、ひどくなると尿が腎臓にたまり水腎症を引き起こす
こともあります。

治療方法
骨盤臓器脱の治療には、保存療法と手術療法があります。残念ながら薬では治りません。
根本的に解決するためには手術が必要になります。

下垂した子宮体部を摘出し、子宮頸部および膀胱と腟の間、
直腸と腟の間にメッシュを縫い付け、そのメッシュを頭側に
引き上げ仙骨に固定する手術です。性機能が保たれ、再発率
も低いため、最近の術式の主流になってきています。
当院では静岡県内の婦人科としては早い時期からロボット
手術を導入しており、１cmほどの小さな針で骨盤の奥深くを
縫合する操作が多いこの術式を、ロボットを用いて行ってい
ます。

子宮頸部

メッシュ

岬角に
固定

同じ疾患でも、個々の病状やその方の合併症などにより治療は異なりますので、
一番適した治療法を提案いたします。遠慮なくご相談ください。

直腸瘤

腟脱（子宮摘出後）

直腸脱

子宮脱＋膀胱瘤

子宮脱

膀胱瘤

●腟式子宮全摘＋腟壁形成術
脱出した子宮を経腟的に摘出し、たるんだ
前後の腟壁を補強する手術です。お腹に傷は
残りません。

●腟閉鎖術
腟を閉鎖する手術です。主に、子宮を摘出
した方で性機能を必要としない場合に行わ
れます。

●腟式メッシュ手術（TVM）
経腟的に腟と膀胱の間、および腟と直腸の
間にメッシュを入れ、下垂した腟をハンモッ
クのように支える手術です。

●直腸脱 ガント三輪手術
脱出した直腸を縫い縮める方法です。

●直腸脱 アルテマイヤー手術
比較的高度な直腸脱が対象で、経会陰的に
脱出した腸管を切除し、腸管をつなぎあわ
せる手術です。

●直腸脱（腹腔鏡下）直腸前方固定術
腹腔鏡下で直腸にメッシュを縫い付け、その
メッシュを頭側に引き上げ仙骨に固定する
手術です。

骨盤臓器脱の種類

保存療法

手術療法
●（ロボット支援下）仙骨腟固定術

●運動療法

●ペッサリー

程度が軽い場合は、骨盤底筋を鍛えるように
日頃から腟や肛門を締める体操をこまめに
行うことで、悪化を防ぐこともできます。

ペッサリーリングと呼ばれる器具を腟の中に入れ、脱出を防ぐ方法です。外来で挿入は
可能ですが、長期間留置することにより腟内に炎症が生じておりものが増えたり、出血
する場合があります。

骨盤臓器脱センター
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「ハートスポット」のひとつとして
参加します。「しずびょう」ならではの
ハートにちなんだイルミネーションが
病院正面の壁に映し出されます
ぜひご覧になってくださいね
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ハートにちなんだイルミネーションが
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ぜひご覧になってくださいね

「ハートスポット」のひとつとして
参加します。「しずびょう」ならではの
ハートにちなんだイルミネーションが
病院正面の壁に映し出されます
ぜひご覧になってくださいね
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点灯時間

救急外来 054-253-3125
心臓救急 054-252-4399

24 時間

外来診療時の受付時間 ： ：
一部、 受付曜日や時間が異なる診療科があります
土・日曜日・祭日は休診です
担当医は、 都合により変更することがあります

市民健診センター 東館３階

予約とお問い合わせは

どうぞ
市民健診センターへ ： ：

054-253-3125（内線 5350）

人間ドック
予約制
当日結果説明

脳ドック
予約制
当日結果説明

健康診断
予約制
当日結果説明

レディース検診
予約制
当日結果説明

静岡市立静岡病院広報 体温計 第164 号
令和７年 11月（季刊発行）
発行：地方独立行政法人静岡市立静岡病院
　　　広報委員会（総務課 総務・企画係内）

〒420-8630 静岡市葵区追手町 10 番 93 号
TEL 054-253-3125  /   FAX 054-252-0010
URL  ht tps : / /www.sh izuokahospi ta l . jp/

〈※検査項目により当日結果説明不可の場合があります〉

産後ケア事業
日帰り型
（相談タイプ）

しました
開始

育児のことを
相談したい

話を聞いて
ほしい

乳腺炎に
なった
みたい‥
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安心した
子育てのために
安心した
 子育てのために
安心した
子育てのために

2 28 土2026
14:00-16:00（開場13：30）

札の辻クロスホール会場

〈お問い合わせは静岡病院総務課まで〉
詳細は、病院HP、ＬＩＮＥ、チラシ等でお知らせします。

清水銀行様と遺贈に関する協定を   
締結しました

に参加しますに参加します

（予定）

令和7年10月8日、株式会社清水銀行様と遺贈に関する
協定の締結式を行いました。
遺贈とは、遺言によってご自身の財産を特定の個人や団体
に無償で譲ることをいいます。
これまで当院では、患者さんや過去に治療を受けられた方、
あるいはそのご親族の方から、弁護士事務所などを通じて
遺贈に関するご相談を時々いただくことがあり、当院に想い
を寄せてくださることに心より感謝しておりました。
当院のメインバンクである清水銀行様のご協力をいただく
ことにより、遺贈をご希望される方の想いをより円滑に実現
できるようになります。

～（金） （日）
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